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◆ エレクトリ：Radial 社キーボードミキサー KL-8 販
売開始

　エレクトリは、Radial 社のラックマウント・キーボードミキサー
「KL-8」の販売を開始する。
　KL-8 は、4 台のキーボードを接続するためのアナログ入力に加
え、ソフトシンセ用のリダンダント接続を可能にする 2 つの USB 
ポートを備えています。USB チャンネルの切り替えは、KL-8 フ
ロントパネルにある USB SELECT スイッチ、もしくはオプショ
ンのフットスイッチにて行う。
製品名：KL-8　ラックマウント・キーボードミキサー
本体価格： 130,000 円 （税込み： 140,400 円）
EAN： 0676101044771
出荷開始日： 2019 年 3 月 8 日
●主な特長
キーボード用の 4 系統ステレオ・アナログ入力
ラップトップのソフトシンセ用リダンダント USB 接続
ステレオ AUX センド / レシーブ、フットスイッチ（オプション）
による切替
サイレント・モニタリング用のヘッドホン出力および CUE スイッチ
大規模セットアップ用に複数の KL-8 をリンク可能
●製品紹介
ミックスのコントロール

　Radial KL-8 は、キーボードのプロフェッショナルが使用する
ことを想定して作られた、強力なミキシングステーション。最大 4
台のキーボードをモノラル / ステレオで接続し、それぞれのレベル
コントロール、AUX センド、LED インジケータを備えている。ス
テレオ AUX センド / レシーブは、ラックマウントのリバーブ、ディ
レイ、エフェクトペダルをフィードするために使用可能。あるいは
5 番目のキーボード入力としても活用できる。
　MIDI および USB 接続により、高品質 24-bit/192kHz オーディ
オコンバータを利用して、ラップトップのソフトシンセを簡単にコ
ントロールできる。
　KL-8 には、PA 用にトランスアイソレートされた XLR メイン
出力、ステージ上のスピーカーセット用のモニタ出力、ローカルモ
ニタリングおよびテスト用のヘッドホン出力など、複数の出力オプ
ションを用意している。
リダンダントUSB入力

　ノートパソコンの不具合によるプレイの中断を避けたい場合、
KL-8 にある 2 つの USB 接続が有効となる。2 台のラップトップ
を USB ポート A/B に接続し、プレイバックマシンにトラブルが
起きた場合に、他方の USB 接続にシームレスに切り替えることが
できる。USB チャンネルの切替は、KL-8 フロントパネルにある
USB SELECT スイッチ、もしくはオプションの JR1-L フットス
イッチにて行う。 
サイレントキューイングおよびCUEスイッチ

　内蔵ヘッドホンアンプによる 2 つのヘッドホン出力は、ミック
ス全体を静かにモニタしたり、選択した入力のみをメイン出力の送

ることなくモニタすることができる。CUE スイッチを押すと、そ
の入力がヘッドホンにルーティングされると同時にそのチャンネル
の出力はミュートされ、メイン、モニタ、AUX 出力には信号が送
られなくなります。演奏に影響することなく、パッチ設定を簡単に
調整し、USB 経由の再生をテストできる。
●接続例
複数台のキーボードを簡単に管理

　KL-8 は、最大 4 台のキーボードをミックスして、ステレオまた
はモノラルフィードを XLR 経由で PA システムに送ることがでる。
1/4 インチ TRS インサート端子にステレオ・ボリュームペダルを
接続することで、全体の出力をコントロールすることが可能として
いる。XLR モニタ出力とヘッドホン出力は、ステージ上で信号を
モニタするために用意されている。
複数台のキーボードを簡単に管理

　KL-8 は、最大 4 台のキーボードをミックスして、ステレオまた
はモノラルフィードを XLR 経由で PA システムに送ることができ
る。1/4 インチ TRS インサート端子にステレオ・ボリュームペダ
ルを接続することで、全体の出力をコントロールすることが可能。
XLR モニタ出力とヘッドホン出力は、ステージ上で信号をモニタ
するために用意されている。
アナログとデジタルを組み合わせる

　KL-8は、ラップトップのソフトシンセと4台のキーボードをミッ
クスします。ステレオ AUX センド / レシーブ接続を使用し、ラッ
クエフェクトやペダルをシグナルチェーンに組むことができます。
●技術仕様
ANALOG INPUTS 1-4
Maximum Input： +18 dBu （+16dBV）
Input Impedance： 14.3 to 20k Ω （input level max / input 
level min）
Input Gain Range： -80 to +18 dB
AUXILIARY INPUTS
Maximum Input： +11 dBu
Input Impedance： 33k Ω
Input Gain Range： -80 to +25 dB
AUXILIARY OUTPUTS
Maximum Output： +18 dBu
Output Impedance： 2.2k Ω
Input Gain Range： -80 to +2 dB
MAIN & MONITOR OUTPUTS
Maximum Output： +28 dBu
Output Impedance： 1.1k Ω
Input Gain Range： -80 to +18 dB
Dynamic Range： 90 dB referred to +28 dBu、 102 dB 
A-Weighted
THD+N： 0.01% （100Hz to 20kHz @ 0 dBu） （-80 dB）
HEADPHONE OUTPUTS
Maximum Output： 0.4 W into 15 Ω （8.3 VRMS max）
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装備し、もう一式の『ES 1002』や他の ES シリーズのシステム、
またはステージモニターに接続できる専用出力端子（LINK）も搭載。 
さらに『ES 1002』には、便利な DSP 機能も搭載されており、
直感的な操作で 8 つの EQ プリセットから様々なシーンに合わせ
たチューニングを実現することができます。サテライトスピーカー
とサブウーハー両ユニットには特殊な耐久コーティングが施され、
屋外など過酷な環境での使用にも対応するとしている。 
　本体のみを用いた音楽ミニライブやトークショーなどの簡易 PA 
システムから、ショッピングモールやホテル、レストランなどの商
業施設内での小～中規模イベントなど幅広い用途で活用できるスタ
ンドアロン PA システムだ。

【主な特長】 
● 1800W Peak Class-D Digipro G3 アンプ搭載
●最大 SPL：130.7dB
●木製ハウジング・アンプ内蔵サブウーハー（2x12”）
●木製ハウジング・パッシブ TOP サテライトスピーカー（8x4”）
●新しくデザインされたフェーズプラグ
● 3ch 入力（CH1：Mic/Line 切り替え式 XLR Combo 端子 
CH2： RCA ステレオ AUX 端子）
● 8 つの EQ プリセット（ロータリータイプ）
●ソフトケース同梱（TOP/SUB）
● 2.5m スピーカーケーブル同梱（1 本）
別売アクセサリー：SSB2（35mm 径三脚スピーカースタンド、
2 本セット）、DO-ES212（トローリー）、WB-44 （サテライトス
ピーカー対応ウォールブラケット）、DP-ES1203（デザインポー
ル）、DCK-4P（ES シリーズ対応スピコンケーブル、7m × 2 本）

【仕様】 
詳細仕様は製品サイトを確認。

【dBTechnologies ES シリーズ製品サイト】
https：//tascam.jp/jp/product/dbtechnologies_es/top

dBTechnologies はイタリアを拠点に、世界各国で多くの導入
実績を持つ PA/SR スピーカーブランド。小規模イベント向けのコ
ンパクトなスピーカーユニットから、スタジアムクラスの大規模会
場向けラインアレイスピーカーシステムまで、幅広いラインナップ
を誇るす。長い歴史によって支えられる高い技術力と品質によって、
PA/SR のプロフェッショナルから高い評価を得ている。 

【問い合わせ先】
ティアック株式会社  タスカムカスタマーサポート
〒 206-8530 東京都多摩市落合 1-47 
TEL：0570-000-809（ナビダイヤル） 042-356-9137

（携帯電話・PHS・IP 電話）  FAX：042-356-9185
URL： https：//tascam.jp/jp 
Twitter： https：//twitter.com/TASCAM_jp 
Facebook： https：//www.facebook.com/teacprofessional 
Instagram  https：//www.instagram.com/tascam_global/ 

Output Impedance： 51 Ω
Input Gain Range： -80 dB to +10 dB
USB DIGITAL CONNECTION
Bit Depth / Sample Rate： 24bit / 44.1、 88.2、 176.4、 or 
192kHz
GENERAL
Frequency Response、 All Outputs： 20Hz to 20kHz +/- 0.5 
dB
Size （L x W x D）： 19” x 7” x 1.62” （48.26mm x 17.8mm 
x 4.13mm）
Weight： 6.25lbs （2.83kg）
Shipping Size （L x W x D）： 55.9mm x 26.4mm x 11.4mm
Shipping Weight： 4.04kg
Conditions： For use in dry locations only between 5℃ and 
40℃
Power： 100V to 240V、 locking 4-pin XLR

◆ テ ィ ア ッ ク： ス タ ン ド ア ロ ン PA シ ス テ ム　
dBTechnologies 『ES 1002』を新発売

　ティアック株式会社（本社：東京都多摩市、代表取締役社
長：英 裕治）は、イタリアの PA/SR スピーカーブランド
dBTechnologies の『ES 1002』を全国の設備機器代理店を通
じて販売を開始する。

dBTechnologies
バイアンプモノコラム PA システム：型名　ES 1002
メーカー希望小売価格：292,000 円（税抜）
発売：2019 年 3 月中旬

■ ワイドカバレッジとパワフルなサウンドを実現するモノコラムモ
デル
dBTechnologies『ES 1002』は、1 つのサテライトスピー

カーと 1 つのサブウーハーユニットで構成されたシンプルな PA 
システムです。Class-D Digipro G3 アンプにより実用最大出力 
1800W を誇る。
　トップユニットは 8 つの 4 インチミッド・ウーハーを装備し、
垂直非対称カバレッジ（+10° /-30°）により音声の無駄な拡散
を防ぐとしている。 
　また、ミッド・ウーハーには dBTechnologies 独自設計のフェー
ズプラグが搭載され、水平指向角でのワイドカバレッジを実現。あ
らゆるリスニングポジションにおいて明瞭なサウンドを提供する。 
　アンプモジュールとコントロールパネル内蔵のサブウーハーには 
12 インチウーハーを 2 機搭載しており、レフレ ックスとセミホー
ンロードのハイブリッド構造によりパワフルで豊かなローエンドを
実現。I/O 部には MIC/LINE 切替式 XLR/TRS 兼用端子（バラン
ス / アンバランス）および RCA ステレオ端子（アンバランス）を


